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人々の価値観の
変化により
都市空間は
変化する
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ドイツ ケルン 2



ケルン中央駅前広場 1968年

引用文献：Hauptbahnhof Koln，p103-ケルン中央駅前広場1968
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自由が丘駅 駅前広場 2,060m2

引用：
http://www

.jiyugaoka

-

spirit.com/

pdf/renew

al_station

01.pdf
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自由が丘駅
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まちなかウォーカブル区域（滞在
快適性等向上区域）
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引用：国土交通省都市局官民連携まちづくりポータルサイト https://www.mlit.go.jp/toshi/system/#machinakakukan

➢ 「自動車中心」から「人中心」の空間に転換

➢ 「居心地が良く歩きたくなる」空間づくり

➢ ⇒楽しくなる、居たくなる、時間を費やしたくなる



都市内の空間に対する価値観の変化

➢成長社会から成熟社会への移行：量から質へ

ライフスタイル：生活の質を重要視（本質を求める）

価値観：多様化（時を費やすことの価値観 など）

➢公園など都市空間を構成する施設のあり方再考

✓ 「機能確保のための開発・整備」「（単なる）
空間の確保」から「価値・持続性を高める複合
的更新」へ

✓ 機能を基礎とした合理的な市街地の形成から、
様々なアクティビティが展開され持続可能で多
様性に富む市街地へ

国土交通省都市局市街地整備課・住宅局市街地建築課，「市街地整備2.0 新しいまちづくりの取り組み方」，2020年12月
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グランフロント大阪 オープンカフェ 8



官民連携による空間づくり

➢エリアの価値を高める取組み

✓地域独自の課題を発見し解決する

✓官民にかかわらず、まちにある空間資源を使い
こなす

✓人間中心の視点で居心地よい環境をつくる

➢官民連携による効果

✓新たな事業や雇用の創出

✓来街者や滞在時間の増加

✓資産価値の維持・向上
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引用：国土交通省都市局官民連携まちづくりポータルサイト https://www.mlit.go.jp/toshi/system/#machinakakukan



日本橋 コレド室町 10



エリアマネジメント活動

➢地区の魅力UP・魅力の持続的継続

➢コミュニティづくり

➢賑わいづくり

➢オープンカフェ

➢イベント

➢広告イベント

➢情報発信

➢交通

➢清掃

➢防犯

➢防災
札幌駅前通地下歩行空間 チ・カ・ホ
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駅まち空間の
考え方

12



駅前広場検討の視点

引用：国土交通省都市局街路交通施設課「駅まち再構築事例集」令和2年7月，P.4
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交通結節点に
関わる交通の分類

引用：国土交通省都市局資料
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駅を取り巻く都市空間 引用：国土交通省都市局街路交通施設課
「駅まち再構築事例集」令和2年7月，P.5
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駅を取り巻く都市空間

引用：国土交通省都市局街路交通施設課「駅まち
再構築事例集」令和2年7月，P.5
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駅前広場の機能 引用：国土交通省都市局街路交通施設課「駅まち
再構築事例集」令和2年7月，P.6
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都市の空間構成
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空間活用アプローチ
公共空間を活用するということ：占用

土地 上物

公共空間
道路・河川・

公園等
施設（物件）

占用

準公共
空間

公的施設
公開空地

施設・建築物

民有空間 宅地 建築物・看板
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自動車の都市の占有イメージ

100haの構成(概念)

公共
用地

30%

25% 道路

宅地
70%

18% 駐車場

駐車場1台
25-30㎡
平均駐車台数密度
60台/ha

＝1,800㎡/ha

100haのうち18%

43%が自動車中心の空間

道路 駐車場 公園 宅地

5

10

5

10
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駅まち空間の
本質を再考する
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駅を考える上でのキーワード

➢「ひと」を増やす：人口といってもいろいろある

➢静的な人口指標

・昼間人口、夜間人口（国勢調査ベース）

昼間人口：その地域で働く及び学ぶ人

夜間人口：住んでいる人

・観光人口（観光客）

※上記には通院や買い物行動は含まれない

➢活動的な人口指標

・移動目的ごとに人の量を考える

・通院、買い物、余暇活動、出張 など
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駅まち空間は、だれのもの?

➢駅は施設？

→旧来：鉄道会社の施設との捉え方(鉄道利用者主体)

⇒これから：地域に開かれた誰もが利用する建築物

➢駅前広場は本当に広場？

駅前広場 Station Plaza, Station Square (英)

Bahnhofsvorplatz (独)

⇒駅の前に本当の意味の広場はあるか？
建物・樹木がなく広く開けた場所、多くの人々が集まる場所(大辞泉)

⇒交通結節機能に特化しすぎていないか？

⇒人のための駅前広場ではなく、交通機関のため
の空間となっていないか？
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待ちたくなる環境をつくる

➢駅やバス停は待ちたい環境にあるのか？

➢バス停は待つ環境にない（バス停まで徒歩でアクセス）

→バス待ち環境の改善は絶対的に必要

⇒道路上でのバス停ではなく商業施設や公益施設
に併設：民有地との連携が必要

➢駅前広場⇒我が国：交通結節点機能に特化

滞留空間としての広場はあまり存在しない

これから：真の広場を駅前に設置して滞留し、都
市内を回遊し時間を費やす

➢滞留時間が長い都市は魅力的である証左
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トラフィック＋アクセス＋滞留

出発地 目的地

出発地 目的地

トラフィック

アクセス アクセス ア

トラフィック

アクセス アクセス

滞留

時間 t

時間 t

※待つことを楽しむ
ことができる空間
の存在が重要性

⇒TDM(交通需要マネジ

メント)に結びつく

⇒時差BiZ

  容量 Q

時間 t

快適移動容量上限値

滞留による

ピークカット

➢待つことを楽しむ（時間価値の変化）

➢「待つ」という時間の使い方＝滞留
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都電荒川線庚申塚駅 26



成熟時代の新たなライフスタイルの創造

➢滞留することを評価する

・今まで：目的地に早く着く、帰る（速達性・定時性）

・これから：混雑や渋滞等により移動に苦痛が伴う
場合は、滞留しピークを避けて移動する

➢滞留時間が長い＝魅力的な都市空間

・私事目的で滞留時間が長い都市

＝魅力的な都市、利用したい施設が整っている

・帰宅時に最寄り駅で端末交通手段に乗り換える前
に滞留時間が見られる

＝魅力的な駅前空間、端末交通手段に乗り換える
前に「ちょっと一杯」「買い物」
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駅で充実した時間を過ごし待つ

➢高校生の駅までの送迎は自動車利用が多い

➢送迎する人は、高校生の出発時間と帰宅時間に行
動が支配される

➢駅に安心して快適に待つことができる環境があれ
ば、送迎時間に余裕がうまれる

➢駅舎及び駅前広場に併設する形で、都市機能が高
密度に集積され、安心して快適に過ごすことがで
きる場所の存在が重要

➢駅のあり方を再考する：鉄道施設としての駅では
なく、地域に開かれた空間（建築）にする
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茅野駅

➢CHUKOらんどチノチノ
中学生、高校生世代の居場所

➢0123広場
屋根付き公園、子育て相談

➢ワークラボ八ヶ岳
コワーキングスペース

引用：https://www.city.chino.lg.jp/site/kids/21.html
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尾張一宮駅前ビル（i-ビル）
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中央図書館
中央子育て支援センター
ファミリー・サポート・センター
子ども一時預かり施設
市民活動支援センター
ビジネス支援センター
SOHOインキュベータオフィス

いちのみや若者サポートステーション



スイス チューリッヒ市
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スイス チューリッヒ市
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三鷹駅北口の
交通環境を考える

ポイント
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考えるポイント
➢これからのライフスタイルを考える

「目的地まで最も早く」「早く帰る」からの脱却

「待つ」「時を費やす」重要性

⇒従来の「単なる交通結節点」から脱却する

➢誰のための計画か？ ⇒ 人々のため

➢公共空間を最大限活用する

トラフィック・アクセス＋滞留（公共空間活用）

➢道路・駅前広場と合わせた周辺の市街地の整備

沿道土地利用との関係、駅まち空間

➢変化に合わせて必要とする駅前広場の機能と規模
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公共空間を
活用する上で
対応すること

35



➢今、公共空間（道路、駅前広場）を使っている人
たちへの対応：位置の変更、集約配置等

✓ 自動車 ⇒ 別ルートの整備誘導、駐車場

✓ 自動二輪車 ⇒ 別ルートの整備誘導、駐車場

✓ 自転車 ⇒ 駐輪場

✓ 歩行者 ⇒ トラフィック＋滞留

✓ 荷捌き ⇒ 駐車場、搬入搬出時間の移動

➢公共空間を活用する上での合意形成

✓ 公共空間利用者・地元のニーズ/賛同

✓ 公共施設管理者協議・交通管理者協議

✓ 土地建物所有者等関係者協議

公共空間を活用（空間の再配分）す
る上で対応しなければならないこと
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池袋の交通のあり方を考える-池
袋副都心交通戦略2020更新版-目指す将来市街地像
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将来の池袋駅
イメージ

出典：池袋副都心交通戦略（池袋の交通のあり方を考える）,
http://www.city.toshima.lg.jp/kusei/houshin/toshiseibi/8448/index.html
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将来のグリー
ン大通りイ
メージ

出典：池袋副都心交通戦略（池袋の交通のあり方を考える）,
http://www.city.toshima.lg.jp/kusei/houshin/toshiseibi/8448/index.html
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出典：池
袋の交通
のあり方
を考える-

池袋副都
心交通戦
略2020更
新版-

池袋副都心の交通環境の動向
40
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出典：池袋の交通の
あり方を考える-池袋
副都心交通戦略
2020更新版-

道路空間における交通のバランス
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池袋副都心における目標となる交通環境の具体例

出典：池袋
の交通のあ
り方を考え
る-池袋副
都心交通戦
略2020更
新版-



目指す将来市街地像を実現化するために 従前の交通課題の解消

43



目指す将来市街地像を実現化するために 歩行者優先化
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目指す将来市街地像を実現化するために 商業業務施設に対するに荷捌き対応
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質問・不明点等ございましたら下記までお問い合わせください

oosawa.masaharu@nihon-u.ac.jp

終 了
ありがとうございました
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